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　情報・人間工学領域は、人工知能、人間拡張、人間

計測、サイバーフィジカルシステム、セキュリティ、デジ

タルアーキテクチャ等の技術課題を設定し、優れた研究

成果を創出するとともに、その成果が社会課題解決や産

業競争力強化につながるよう、民間企業等との連携体制

を強化しながら研究開発に取り組んでいます。

　情報・人間工学領域の特徴のひとつは、情報学と人間

工学にまたがる研究領域をカバーしていることです。多 

くの製品やサービスにおいて、「人が安心して利用でき 

る」、「人の製品やサービスの利用実態を適切に評価でき

る」、「人の行動変容を促す」など、人に対するインタ 

フェースが重要となる場面が数多くあります。情報学と人

間工学を融合させた私たちの研究開発の成果は、これら

の製品やサービスの価値向上の鍵になると考えています。

　進化の速度が速い最先端の情報技術を導入して競争力

のある製品・サービスを実装するためには、研究の段階

から事業化の絵姿を描いていくことが必要です。情報・

人間工学領域は、基礎研究の段階から連携先の企業様

や AIST Solutions の事業化検討と一体的に研究開発を

進めることで、研究成果を着実かつ迅速に社会実装して

いくことを目指しています。

　産業や地域、サービス等で個別に利用されるデータの

連携利用を可能にするデジタルプラットフォームを構築し、

その上で研究開発を実施するとともに、その成果をシー

ムレスに社会実装につなげることにより、情報・人間工

学領域の研究成果を基盤とするイノベーション・エコシス

テムの形成を目指します。

　皆様のご理解とますますのご支援をお願い申し上げ 

ます。

ごあいさつ

情報・人間工学領域長　田 中  良 夫

情報・人間工学領 域
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情報は人々が現在の社会生活を送る上で不可欠な要素となっています。安全・快適で豊かな未来社会の実現には情報のサ
イバー空間と人間・社会のフィジカル空間相互の知的情報を濃厚に融和させることが鍵となります。情報・人間工学領域で
は、産業競争力の強化と豊かで快適な社会の実現を目指して人間に配慮した情報技術の研究開発を行います。また、情報
学と人間工学を柱としたインタラクションによって健全な社会の発展に貢献します。

人と共栄する情報社会の実現

組織図

情報・人間工学領域

研究企画室

連携推進室
人間情報インタラクション研究部門

人工知能研究センター

サイバーフィジカルセキュリティ研究センター

デジタルアーキテクチャ研究センター

人間拡張研究センター

インダストリアルCPS研究センター

拠点
・つくばセンター
・臨海副都心センター
・柏センター
・関西センター
・北陸デジタルものづくりセンター
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人間情報インタラクション研究部門（HIIRI）

人工知能研究センター（AIRC）

　人工知能研究センターでは、AI が実世界
に埋め込まれ、人と協調して問題解決に取り
組む過程を通じて両者が共に向上していく社
会の実現を目指しています。このために

「人間と協調できる AI」として、データ駆動
の AI 技術と人間のもつ知識とをつなぐ基盤
技術の研究開発を推進し、人をループの外
におく現在の AI 技術の限界の克服を目指し
ています。「容易に構築できる AI」では、実
世界向けの基盤モデル構築とその利活用の
ための連携技術や自動化技術の研究開発を
行っています。これら研究開発を他の公的
機関、大学、産業界と連携して行い、戦略
的に国際的な連携ネットワークを強化するこ
とで、AI のグローバルな研究拠点となること
を目指します。

　人間情報インタラクション研究部門は、人
間生活の安全、安心、楽しみを科学し、技
術開発する組織です。生理学、心理学、人
間工学、情報学等の専門家が集まり、連携
することによって、人間の心や身体の計測・
評価とモデル化、人間の身体特性を踏まえ
た使い勝手のよい技術の研究開発、人間の
感性に響く技術の研究開発、あるいは人間
が喜びや楽しみを感じる技術の研究開発に取
り組んでいます。研究開発に加えて、研究
成果の標準化にも取り組んでいます。社会
的な課題の解決や産業競争力の強化を念頭
に、ヘルスケア、モビリティ、メディアコン
テンツをはじめとする様々な人間生活に役立
つ製品やサービスの創出を行い、人々の生
活が豊かになることを目指しています。

脳画像・脳波を用いた 動物を用いた VRやドライビングシミュレータ

音楽・メディアコンテンツ技術

行動変容技術

疾患早期発見技術

性格特性の分類

視覚情報処理の
脳神経回路モデル

人の心身を理解し、
介入する技術で

安全・安心・ワクワク
を創出

サービス
・
介入

計測
・
評価

モデリング

移動の効率化
移動の質の向上
自律移動支援

【製造業】
異常・故障予測
変種変量生産

【サービス業】
現場の計測と可視化
現場からの改善支援

防災計画策定支援
災害対応支援
被災域推定
避難誘導

診断支援
個人化治療
疾病リスク予測
疾病要因同定
創薬支援・加速
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サイバーフィジカルセキュリティ研究センター（CPSEC）

　サイバーフィジカルセキュリティ研究セン
ターは、サイバー世界とフィジカル世界が高
度に融合する社会において、セキュリティ強
化技術やセキュリティ評価技術の開発、セキュ
リティを保証するスキームの構築を通じ、製
品やサービスの価値向上、産業や社会シス
テムの高度化を支える確固たるセキュリティ
基盤の構築に貢献します。我々は、社会が
現在実際に直面しているセキュリティ課題に
対し、理論に裏打ちされた形でそれら課題
を解決する技術の研究開発を行います。さ
らには近い将来顕在化する課題を予測する
ことで、それら課題に対応できる技術も先行
して研究開発していきます。

半導体設計 半導体製造
ソフトウェアの
インストール

機器組込から
廃棄まで

半導体や電子機器への不正機能の挿入を阻止する技術の開発

S/W code

ハードウェア版トロイの木馬

デジタルアーキテクチャ研究センター（DigiARC）

　デジタルアーキテクチャ研究センターは、
社会課題の解決と革新的なイノベーションへ
の貢献としてデジタル革命を促進する技術
の開発と社会実装のために設立されました。
個人・デバイス・工場などが生み出す多種・
多様・大量なデータを適切に連携し、AI 技術
も活用しながらサイバー空間とフィジカル空
間を高度に融合して、全ての個人や組織に
新たなサービスと価値を継続的に提供する
豊かな社会の実現を目指します。

重要産業分野のデ
ジタルアーキテク
チャ（サービスアー
キテクチャ）の設
計と社会実装

複数産業アーキテ
クチャ間の連携や
共通化

クラウドからエッジ
まで含む計算連続
体での超分散コン
ピューティング基盤
の研究開発

超分散データ連携・
アプリ連携等のプ
ロトタイプシステム
研究開発

デジタルアーキテク
チャ応用と普及推
進のため、社会課
題の解決に向けた
ステークホルダー
へのハブ機能提供

デジタルアーキテク 
チャに関する国際
標準化活動

サービス
アーキテクチャ
設計1 コンピューティング

コア技術2 デジタル
アーキテクチャ
応用3

Physical World
フィジカル世界

Physical 
Object/Event

Cyber World
サイバー世界

Digital 
Object/Event
(Digital Twin of      ) Link 

Cyber and Physical Worlds
サイバーフィジカル世界

１： フィジカル世界への攻撃

２： サイバー世界への攻撃

３： 二つの世界のリンクへの攻撃

脅威１ 脅威２
脅威３

３つの脅威

 秘密計算サーバ
は独立管理

 ユーザの分散片
に基づいて計算

相関乱数生成
用耐タンパー
ハードウェア

・各ユーザが自
分の秘密データ
を隠したままで処
理・分析が可能と
なる
・提案方式の特
長は、相関のあ
る乱数を用いた
効率的な処理

秘密計算
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人間拡張研究センター（HARC）

　人間拡張研究センターでは、人間の身体
機能、コミュニケーション、動機付けなどを
増強し、生活の質や労働の質を向上させる
人間拡張技術に関する研究開発とその社会
実装をその活動目的としています。そのた
めに、人に寄り添うセンシングと介入、運
動・感覚・認知能力の分析とモデル化のた
めの各技術からなる人間拡張技術基盤の確
立に向けて意欲的に取り組んでいます。さ
らに、ウェルビーイング社会の実現に向けて、
人間拡張技術基盤を活用したサービスデザ
インに関する実践的な研究とそれに基づくス
マートシティやデジタルワークプレイスでの
社会実証についても推進しています。

インダストリアル CPS 研究センター（ICPSRC）

　製造業やサービス業等の現場における人、
ロボット、加工機器、作業環境等から構成さ
れるシステムに関して、サイバーフィジカル
システム（CPS）を基盤として、AI、IoT、ロ
ボット等の技術を高度化・統合化することで、
高齢化社会における労働者不足の課題に対
し、人と機械の協調により、安全性と生産性
の両立を図る新たな生産プロセスを目指し
ています。加えて、実現場での展開を目指
す上で、臨海副都心センター CPS 研究棟内
に新たな技術を試すテストベッド環境として
製造分野における工場環境、物流分野にお
ける小売店舗環境等を構築しており、共同
研究、コンソーシアム連携による産学官連
携活動を推進しています。

サイバーフィジカルシステムを基盤としたAI、IoT、ロボットの統合化

CPS環境を活用した人と機械の協調作業 CPS棟におけるテストベッド環境

センシング

人間機能
評価モデル

リアルタイム
介入

サービス
デザイン･評価

エコシステム
デザイン

人間拡張

Society 5.0
Well-being

人間

+IT・RTシステム

Action

Perception

歩行モデル

筋骨格系モデル

感覚認知モデル

XR介入

ロボット支援

フレキシブルセンサ

屋内位置計測

心理状態計測

共創場デザイン

人的資本経営支援

サービスデザイン

従業員価値評価

顧客価値評価

企業知識価値評価
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産総研研究者の持つオリジナルな研究シーズによるコンサルティングが
可能です。事業化に向けた様々な段階で、産総研研究者がサポートし
ます。

さまざまな連携の枠組みを
用意しています

さまざまな連携の枠組みを
用意しています

産総研の技術シーズを活用し、社会課題解決や産業競争力強化に向けて、
企業や大学等と産総研が一緒に研究を行います。

2023年 4月より、企業資金を原資とした企業・大学等との共同研究・
受託（請負）研究、そして技術コンサルティングは、株式会社AIST 
Solutionsが契約主体となって契約手続きを行います。

産総研が運営するテーマ別の研究会です。複数の企業や大学等の集まり
を作り、産総研シーズを中心とした技術成果の利用促進、新たな産学官
連携の支援、そして、情報の収集や提供による業界知見の底上げを行い
ます。

冠ラボ
企業ニーズにより特化した研究開発を強力に推進するため、企業が大型予
算と在籍出向者を提供し、産総研のエース級研究者と共同研究を行う制
度です。企業名を冠した連携研究室／連携研究ラボを産総研内に設置し
ます。

“産総研のスペースを借りて”一緒に研究、“産総研の研究施設・設備を
借りて”事業の促進、そして、“産総研の持つ幅広い分野の共用施設を利
用して”研究の促進という制度もあります。

技術
コンサル
ティング

コンソー
シアム

施設利用

共同研究

新技術・事業の探索や
差別化ポイントの明確
化に向けた調査や企画
の段階

事業化の
段階

コンサル
メニュー

有望なアイデアや技術
シーズの事業化に向け
たブレークスルー・ス
ケールアップのための
研究開発段階

研究成果を事業化し、
量産化技術を確立する
段階や、国際基準や認
証制度等へ対応する段
階

・コンセプト共創
・技術アドバイザー

・分析・評価
・技術アドバイザー

・事業化サポート
・技術アドバイザー
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